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コンクリート舗装の留意点

コンクリート舗装では、下記の段階で注意が必要。

1.設計図面の精査････最近、図面の不具合が多い。
2.生コン配合・・・・・分からないでは済まされない。

材料起因の不具合がある。
3.施工・・・・・現場では待ったなし!!
①コンクリートの搬入ピッチ。
②事前の準備と確認が重要
・型枠・レールの据付状況。
・機械の整備状況。
・資材の配置状況・道具の確認。
③初期ひび割れの防止。



１.設計図面の精査

最近、図面の不具合が多い。事前に確認して
不具合がある図面は協議が必要。

①T型目地(横収縮目地が通っていない)
・非常駐車帯のある長大トンネルに多い。

②切削目地の切断深さの間違い
・舗装設計施工指針、舗装設計便覧の
記載に間違いがある。



コンクリート舗装ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ2016のコラムに出ています。

①T型目地(横収縮目地が通っていない)その1



①T型目地(横収縮目地が通っていない)その2
・非常駐車帯のある長大トンネル

非常駐車帯 目地割

本線 目地割 ※本線(8mスパン)と非常駐車帯(7.5mスパン)
の目地位置は合っていない。

本線と非常駐車帯は別で考えていて、目地位置を気にしている図面は無い。



※T型目地割りは不適切。

非常駐車帯の目地を本線が違っているのを明記した図面。

①T型目地(横収縮目地が通っていない)その3
・非常駐車帯のある長大トンネル



左は、本線と非常駐車帯の目地
位置があってないためひび割れが
発生している。
非常駐車帯の目地位置を気にし
ている図面は無い。

1.T型目地(横収縮目地が通っていない)その4
非常駐車帯の不具合例

本線 非常駐車帯



2.切削目地の切断深さの間違い

文献に書かれている横収縮目地断面図
舗装設計施工指針 P201
舗装設計便覧 P195

舗装厚１５cmの場合

ダウエルバーの上面
150/2-25/2＝62.5ｍｍ
舗装表面から62.5ｍｍの位置

70mmの切断を行うと、ダウエル
バーを7.5ｍｍ切断する。



２.生コンクリート配合
JIS A 5308 レディ－ミクストコンクリートの場合、割増
係数は、1回の試験結果が設計曲げ強度の85％以上
であること、および3回の試験結果が設計曲げ強度を
下回らないこと、の2つの条件を定めています。

変動係数が10%の場合、
割増係数は1.21

配合強度は4.5N×1.21=5.45N

舗装施工便覧 P136



割増係数計算式

※計算式 良いコンクリートを打つための要点Ｐ16

変動係数の高いプラント＝割増係数が高くなる＝セメント量が増える



プラント選定のﾎﾟｲﾝﾄ
配合報告書のチェックポイント

①配合強度について (舗装施工便覧P136)
変動係数が10％と上回ると割増係数が著しく大きくなり、単位セメント

量が多くなるので、工場の選定に当たっては品質の変動が少ないこと
に留意する。

・5.1Nから0.1N大きくなるごとに、単位セメント量8Ｋｇ増加する。

単位セメント量が増えると、不経済であり、乾燥ひび割れや温度ひび
割れの発生の危険が高まる。ひび割れ発生は施工者の責任!!

・生コンプラントは強度が出れば自社の責任がないため過大な配合設
計をする傾向にある。※プラントによって変な計算式があるので注意
※以前割増係数を掛け過ぎなのではと質問したら、当社はよりいい生

コンを提供しています、と言われた。
強度の出る生コン＝いい生コン？？

・発注者、施工者が設計曲げ強度を下回ることを嫌う傾向にある。



②単位水量について (舗装施工便覧P139)
・一般に、単位水量が150Ｋｇ以上となる場合は、骨材の粒度及び
形状が適当でない。

③単位セメント量について(舗装施工便覧 P140～P141)
・一般に、単位セメント量の標準は、２８０～３５０Ｋｇ程度である。

・スランプ６．５㎝とする場合や骨材の品質が良くない場合は、上
記の範囲を上回ることもある。

・単位セメント量の上限を10％以上超える場合は、高性能ＡＥ減水
剤等の使用や、使用材料を含めた総合的な配合の見直しを行う
のが良い。

配合報告書のチェックポイントその2



配合報告書のチェックポイントその3

④水セメント比について(舗装施工便覧 P141)
・耐久性から定まる水セメント比の最大値は
特に厳しい気候で凍結融解がしばしば繰り返される場合 45％
凍結融解がときどき起こる場合 50％

・現場では、骨材の表面水の変動及び材料の計量誤差等を考慮
して上記の値よりやや小さい値を用いることが望ましい。

・養生条件の悪い場合は、それよりもさらに小さい値とするのが
望ましい。

・水セメント比が小さくなるとセメント量が増える。(単位水量140kgの場合)
水セメント比５０％ 単位セメント量140/0.50=280kg
水セメント比４５％ 単位セメント量140/0.45=311kg
水セメント比４０％ 単位セメント量140/0.40=350kg



３.施工
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装では、生コン製造、運搬、荷下し、敷均し、締固め、
仕上げ、養生までバランスよく連続して作業することが肝要。

①コンクリートの搬入ピッチ。
◎早すぎたら
・現場で待たせることとなり、コンクリート練り上がりから、
舗設開始時間の限度時間を越える場合がある。
・待たせることによりスランプロスが発生し、打設しにくい
コンクリートになり、後の作業に影響する。
・夏場で時間ロスがあると、仕上げ途中で凝結が始まり仕
上げ不能となる。

◎遅すぎたら
・バランスよく連続作業が出来ない。
・セットフォームの場合、機械がなかなか前に進まないため、
仕上げ作業前に凝結が始まり仕上げ不能となる。

適切な搬入ピッチの計画が重要!!



①コンクリートの搬入ピッチ その2

運搬車両の必要台数計算式

◎運搬車両1サイクル時間の計算
計算条件 プラント積込時間１０分、片道運搬時間４０分、現場荷下し時間１０分

１０分＋４０分×2＋１０分＝１００分

◎時間あたり打設量の計算
計算条件 時間当たり打設延長１５m、施工幅員７m、舗装厚さ０.２５m

(経験値)

１５m× ７m× ０.２５m＝２６.２５㎥

◎運搬車両の必要台数の計算
計算条件 運搬車両積載量４㎥

(２６.２５㎥÷４㎥)÷(６０分÷１００分) ＝ １０．９台≒１１台
時間当たり打設量 積載量 １時間 1サイクル時間 運搬車両の必要台数

※実施工で調整が必要。
※トラブルがあったらすぐ出荷を止めることが重要。



・機械の整備状況。
機械施工のコンクリート舗装では、スランプ２.５cmの硬練り
コンクリートを使用するため、大型機械を使用する。このた
め、機械が故障した場合には、人力で対応することが困難
となるため点検整備は十分に行っておくこと。
・型枠・レールの据付状況。
・資材の配置状況・道具の確認。
型枠、レールの通り、固定方法、ペーシーモールの締め付け状
況の確認、また、必要資材が正しく配置されているか、道具はリ
スト通りに準備されているか確認をしておく。

※打設当日にトラブルの無い様に! 時間ロスの無い様に!

②事前の準備と確認が重要

コンクリート舗装ではやり直しが出来ないため、入念に準備す
る必要がある。一連の舗設作業に支障がないよう、舗設期間
中に支障がないよう十分な調整、確認が必要である。



コンクリート舗装では舗設直後から数日の
間に、ひび割れが発生することがある。

③初期ひび割れの防止
コンクリート舗装の主な初期ひび割れ

初期ひび割れの主なものは、

沈下ひび割れ・・・・・コンクリートの均等な沈降が鉄筋、鉄網等に
よって阻害されるために発生する。

乾燥ひび割れ・・・・・舗設中気温が高いときや、日射、風が強い
ときに、舗装表面が著しく乾燥して発生する。

温度ひび割れ・・・・・舗装の当日夜から数日間に版の全幅、全厚
に発生する。



初期ひび割れの文献

・初期ひび割れは、通常の場合、幾つかの要因が重なって発生する
場合が多く、その原因を明確にすることは難しい。(舗装施工便覧
p171)

・防止対策を講じたとしても、初期ひび割れを完全になくすことは困難
である。(舗装施工便覧p172)

・初期ひび割れの発生を出来るだけ防ぐようにすることが肝要。(舗装
施工便覧p172)

・通常の舗設方法での温度ひび割れの発生頻度は、約5本/Ｋｍ以下。
(セメントコンクリート舗装要綱p176)

・本要綱でのダミー目地の施工方法は、初期ひび割れを完全に防止
するという考え方ではない。(セメントコンクリート舗装要綱p178)



コンクリートの均等な沈降が鉄筋、鉄網等に
よって阻害されるために発生する。

沈下ひび割れその1

沈下ひび割れの発生機構

沈下ひび割れの例



沈下ひび割れその2

発生原因

・版厚が厚い。
・コンクリートの温度が低い。(ブリーディング量が多く、凝結も遅い)
・締固めが不十分。
・コンクリートのスランプが大きい。
・径の大きな鉄筋を使用している。(D6の鉄網ではほとんど生じない)

防止対策

・出来るだけ単位水量の少ない配合とする。
・出来るだけブリーディングの少ない配合とする。
・単位水量、単位セメント量を出来るだけ下げる。
・十分な締固めを行う。



コンクリートの舗設中、気温が高いときや、日射、風
が強いときに、舗装表面が著しく乾燥して発生する。

乾燥ひび割れその1

(プラスチック収縮ひび割れ)

乾燥ひび割れの発生概念

※プラスチックな状態とは、可塑性を持ち、力を加えると変形する状態。

乾燥ひびわれの例



発生原因

・突然の強風下や炎天下で十分な養生が出来なかった場合。
・遅すぎる時期に表面の手直しをした場合。
・後期養生が遅れた場合。
・コンクリートの配合に起因する場合。

防止対策

・舗設直前に散水を行って、路盤面を湿潤状態にする。
・防風対策と直射日光対策を行う。
・強風時は、養生の開始を早めること。

乾燥ひび割れその2

(プラスチック収縮ひび割れ)



乾燥ひび割れその3

水分の蒸発量は?

相対湿度、気温およびコンクリート温度と水分の蒸発の関係

※コンクリート舗装ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ2016 ｐ177
セメントコンクリート舗装要綱 ｐ179

Kg/㎡・h

※水の蒸発が0.5ｋｇ/㎡・ｈ以上となりそうな日は要注意



乾燥ひび割れその4

水分の蒸発量は?
条件
舗装幅員8.5ｍ、1スパン8.5ｍを30分で施工した場合。

8.5ｍ×8.5ｍ×1ｋｇ×0.5×0.5＝18ｋｇ
（幅員） （延長） (蒸発量) （30分）（30分の半分）

1日100ｍ打設したら
100ｍ/8.5ｍ×18ｋｇ＝212ｋｇ



乾燥ひび割れその5

(新石垣空港の例)
観測地は真栄里 市街地
現場は盛山 建設中の空港

※現場では測定値以上の強風



乾燥ひび割れ防止対策その1

(直射日光が当たらないように)

養生マット敷設前の日除け



乾燥ひび割れ防止対策その2

(強風時にマットを掛けやすいように)

養生マット敷設時の風除け



乾燥ひび割れ防止対策その3

(マットが飛ばされないように水で重し)

養生マット敷設・散水養生



乾燥ひび割れ防止対策その4

(マットが飛ばされないように水で重し)

養生マット敷設・散水養生

霧状に散水



乾燥ひび割れ防止対策その5

(乾いたマットが飛ばされないように)

養生マット敷設後の追加散水



乾燥ひび割れ防止対策その6

(風でマットが飛ばないように)

飛散防止ネットの設置

潅水ホース設置
（昼間立入禁止区間）



コンクリート版内の温度勾配や内部、外部温度差が生じ、
それらが路盤や版の自重等で拘束されコンクリート版に温度
応力が発生する。このときの応力がコンクリートの引張強度
より大きくなると温度ひび割れが発生する。

温度ひび割れその1

温度ひび割れの発生過程

打設後、セメントの水和発熱により温度上昇し、数日
で最大となり、その後放熱により外気温まで降下する。

温度ひび割れの例

395.5ｍ×23レーン＝9,096.5ｍで1本



温度ひび割れその2

発生原因
・外気温の日変化が大きい。(気温差が１０℃以上の日は要注意)
・外気温が高い。
・コンクリートの発熱が大きい。
・路盤からの拘束が大きい。
・隣接版の動きに追従する。

防止対策
・適度な間隔で打込目地(代替措置含む)を行う。※最も効果的
（隣接版の目地部のひび割れ位置に合わせる）
・カッター目地は、角欠けが生じない範囲で出来るだけ早期に切る。
・ダウエルバーは、道路中心性と平行に正しく設置する。
・コンクリートの単位セメント量、単位水量をなるべく小さくする。
・使用するセメントは、発熱量と収縮量の小さいものとする。
・コンクリート温度は暑中の場合でも３５℃以下となるようにする。



打込目地設置状況

目的：温度ひび割れを防止するため、あらかじめ仮挿入
物を埋め込みひび割れを目地位置に誘導する。

打込目地の長所
・施工位置に確実にひび割れを
誘導できる。

打込目地の短所
・施工が煩雑となる。
・目地位置がずれやすい。
(10mmの目地幅に5mmのスレー
トを入れるのは困難)
・仕上がり後の平坦性が損なわ
れるおそれがある。

温度ひび割れその3

温度ひび割れ防止対策(打込目地)



温度ひび割れその4

打込目地の代替

打込目地の短所を解消させるため、ソフカット(機械重
量38kg)を使用したリードカット工法を採用。

ソフカットを使用した目地切断

リードカット工法の長所
・施工が煩雑とならない。
・注意すれば目地内に収まる。

・ソフカットにより平坦性は損な
わない。

・早期に切断が可能（通常、打設
後5～15時間）

リードカット工法の短所
・施工時期によって、切断が深夜
の施工となる場合がある。



温度ひび割れその5

ソフカットマシーン
コンクリート舗装の乾燥収縮によるひび割れ（クラック）は、どれだけ最高の条件を揃えて
も完璧になくすことは難しいものである。

「乾燥収縮をなくす」ことを目標に努力することはもちろん必要だが、実際にはある程度の
収縮は避けられないというのが現状である。

それならば、収縮によって発生したひび割れを、早期に切断した誘発目地に集中させてし
まおうという発想が「クラック・コントロール」の考え方。

乾式



温度ひび割れその6

打込目地とカッタ目地の比較

※早期交通開放型コンクリート舗装 1DAYPAVE製造施工マニュアルに加筆



温度ひび割れその7

エプロン舗装での問題点

エプロン舗装での問題点
・隣接版の動きに追従する。
・打設当日の夜に隣接版の目地内にひび割れが入るこ
とがある。

クラックコントロールが出来ないか？
（目地部のひび割れ位置を誘導できれば温度ひび割れ
発生の危険が少なくなる。）



ダウエルバーで連結

当日打設箇所

隣接版

温度ひび割れその8

隣接車線の影響による温度ひび割れの例

温度ひび割れその7



温度ひび割れその9

エプロン舗装での問題点
(100m×60m 厚さ300mmの場合)

・隣接版の動きに追従する。
・打設当日の夜に隣接版の目地内にひび割れが入ることがある。

(打込目地)

施工箇所



温度ひび割れその10

エプロン舗装での工夫

・切削目地の切断を深くした箇所を作れば誘導できる。
・打設当日の夜に割れる場合もその箇所に入りやすい。

施工箇所



版厚250ｍｍの場合
125-25/2＝112.5ｍｍ
路盤の不陸を考慮すると
最大90～95ｍｍ程度

温度ひび割れその11

カッターの切断深さは？



5/30の朝確認



温度ひび割れその13

エプロン舗装での工夫

・切削目地の切断を深くした箇所を作れば誘導できる。
・事前に深く切削する位置、深さを検討する。
(打設当日の夜に割れる場合もその箇所に入りやすい。)

・角欠けを起こさない程度で出来るだけ早く切断する。
・事前に、切断箇所の打設完了時間をもとに目標時間を決めておく。
(1本目の切断で状況を判断し、時間の修正する)
(目標時間は、気温やスランプ、コンクリートの性状によって変わる。)
・触診で判断が出来るように経験が積めればベスト。
(指で強く擦って傷がつかない程度)
(低反発シュミットハンマーの使用も考慮)

・1N/cm2から施工可能。
(1N/cm2:ほぼ凝結硬化の終結時間に匹敵し、
平坦なゴム底の靴で慎重に歩行可能な強度)
※僅かなミスが、仕上げ面に傷をつける可能性
が高いので、3.5N/cm2以上が最も適している。



ご静聴
ありがとうございました


